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緩
速
ろ
過
と
い
う
名
前
で
浄
化
の
仕
組
み
を
誤
解
し
て
い
た 

自
然
界
で
の
生
物
群
集
の
浄
化
の
仕
組
み
の
活
用 

生物群集の食物連鎖が浄化の鍵だった。 



 

国
際
研
修
で
は
、
バ
ケ
ツ
モ
デ
ル
で
浄
化
の
仕
組
み
を
教
え
た
。 

モデルで、どこで生物群集が活躍するかを教えた。 

日
本
で
の
唯
一
の
緩
速
ろ
過
の
解
説
本 

東京の汚れた神田川の水でも、自分らで、砂利と砂で、
簡単に、安全な飲み水ができるのを確かめた。 



 

未
来
へ
の
投
資
と
し
て
のO

D
A

 
JICA 研修で、求める人へ、教えてきた。 

モデルを使っての解説をした。 

ろ
過
抵
抗
は
ど
こ
で
生
じ
る
か
。 



 

沖縄の研修では、毎年、
皆で浄化モデルを作成。 

ブ
ラ
ジ
ル
で
、
薬
を
使
わ
な
い
濁
り
対
策
、
上
向
流
粗
ろ
過
を
開
発
。 

JICA 研修では、毎年、その仕組みを解説。 

建
設
指
針 



 

浄化された、水を飲んで、皆が感動。 

砂
ろ
過
槽
を
通
過
し
た
水
は
清
澄
で
透
明
。 

雨水利用の循環浄化装置。何年間も飲んでいた。 

砂槽の上には、藻が繁殖。 



 

長く循環させていたら、藻が白くなった。 

栄養塩が枯渇した
のかと思った。 

生物が反応しない水、それは、おいしい水だった。 



 

光
合
成
を
し
て
藻
が
増
え
る
と
栄
養
塩
が
少
な
く
な
る
。 

栄
養
塩
不
足
な
ら
、
肥
料
を
添
加
し
て
み
た
。 

肥料を添加したら、ろ過水でも藻が増えた。 
 



 

受水槽、沈殿槽でも藻が繁殖。栄養塩が多すぎたかな。 

砂
層
上
で
藻
が
繁
殖
す
る
が
、
そ
の
藻
が
砂
槽
を
通
過
し
て
い
る
か
と
質
問
が
。 

砂槽からの水は、透明で、おいしかった。 



 

２
０
０
年
前
、
緩
速
ろ
過
池
の
水
深
は
３
８
㌢
し
か
な
か
っ
た
。 

生物群集が活躍しているのは砂層上部だけ。 

生物群集が活躍できれば、浄化が進む。 



 

JICA 研修では、毎年、浄化モデルを皆で作成。 

帰
国
し
た
研
修
生
は
、
早
速
、
実
際
に
浄
化
装
置
を
作
成
。 

ろ
過
速
度
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
計
測
。 

ろ過した水の配管のサイホン状態を避ける口から、虫が入
らないようにと、コメントした。 



 

フィジーは、自分らで、安全な水へと動いて、全国展開している。
私は、それに協力した。 

上向流粗ろ過装置の水が透明かをチェックできるようにと助言。 

フ
ィ
ジ
ー
で
、
英
語
の
指
針
を
作
成
し
た
。 



 

沖
縄
で
の
研
修
か
ら
、
フ
ィ
ジ
ー
へ
、
フ
ィ
ジ
ー
か
ら
南
太
平
洋
諸
国
へ
。 

日本発の EPS 技術が、自主的に世界へ広まりだしている。 

フ
ィ
ジ
ー
か
ら
、
他
の
国
の
研
修
生
に
教
え
て
い
る
。 

フィジーの EPS 事業は、まだ続いている。 


